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後藤敏一:珪藻植生の研究に際しての生細胞と死細胞を判定する一方法

Toshikazu GOTOH: On a judging method of living cells or non-living cells 

in the study of the diatom vegetation. 

ある水域におけるJl蕊ht(生をI!f.!らかにしようとする

場合，探集試料中に合まれるそれぞれの(同体が，その

水域で生育していたかどうかを判断することは重要な

ことである。

7!(rjlの石の表面，あるいは底泥表面から得られる試

料を検鈍すると死細胞がかなりの'Jil!合で混入している

ことがあり ，それらがはたして探築地点で繁殖してい

たのか，あるいは他に由来するのかと うか判断に困る

ところである。たとえば官者が調査した淀川の汽水域

の場合では.7!(中の石の表而より得た試料1:1'に合まれ

る種~!i数の約半数が死~:II\ II包 として出現し，それらの随

の息分に対する適応性などから調査水域における生育

の可能性が少ないことをjfi摘し，さらにそれらが上流

より流下し付着したのであろうと推定した(後藤 1978

印刷11')。 このように 死制胞としてu:"現する([1;1体のL13

来をうちえる|昨，まず段初に探集試料'1'に合まれるfI司体

の生死(深集H寺に生きていたのかどうか)を判定し，

同lI~î'にそれらの積約を l明 らかにしなければならない。

その後にそれぞれの邸について11'，現相対頻度，死市11¥胞

の合平i払以境に対するi凶応性， 1也に由来する可能性

など極々の要因について検討し惟定され得る。

さて，珪ぶ植生を知 るよでfI，'~{本の生死の判〉じが重~
な~宗となっていることはヒ記でl明らかであるが，そ

の方法として一般には限処理をした試料を Pl巴urax

などの封入斉I!で封入し，ifJJ倍ギで検鋭して艇の岡山を

行ない， 次に自主処r1l lì~ の試1'"1 を 71(で封入したプレパラ

ー卜を検鋭して原形質の可1無で判断されているようで

ある。しかし ， この J~~j合水で封入してある為に脱の同

定に必~とされる百倍，容の検鋭ができず，ノト~'Jの種を

同定することが図縦である。また，原形質の有無の判

定についても同様である。 そ こで筆者はこれらの，I~~，、を
Jf服して. 7j(で士、}入する代わりに Pleuraxなどの封

入斉11よりは性能の点、でやや劣るが Canadabalsamを

使用することにより~~倍，ねの検脱が可能であり ， さら

に原形質を染色することによりその存(Iが判定しやす

い附1¥1な方法を考案したので宇Il告する。その方法の概

裂を次に示す。

1. 採集した試午、| の~rtl)を試験管にとる。(試料は

生でもフォノレマリン回定したものでもよい。)

2. に酢円安カーミンを迎ill:1J1lえ数分間放置する。

3. 試本|を洗殿させ，上澄被をJf:て.7kを1mえよく

撹持する。

4. 3 を 2~3 固くりかえす。

5 余分な酢問主力 一ミンが7j(!JI:されたなら，資本|を

スライドグラス上にとり ， 電存!~ ~~ をmいて ~J~ t.鼠て" 1JII熱

し ， 完全に乾燥する前に1JI 時~\を仁1 '1折し後は余熱で乾燥

する。

6. Canada balsam (Xylen巴でかなり五ijめたもの

を使用する)で封入し少し加熱する。
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Figs. 1-3. Light micrographs of living cliatoms. 

Fig. 1. Achnanthes bγevites AGA I~D" var. inter-

media (KOTZ.) CL8VE (girclle-view). 

Fig. 2. Cymbella tusilla GRUN. (valve-view). 

Fig. 3. Nitzschia inconsticua GIWN. (girdle-

VI巴11')

上記の方法でプレパラートを作製し 1， 000倍の倍率

で 1lÎi~診したのが Figs. 1-3である。このよ うに日l音寺ご

での矧祭が"r能であるために極の同定に重要な袈素で

あ る殻面の条*)~などが明 11京であり ， また ， 1京形11が染

色されていることによりそのli'!ll認がni'j1ljにでき， t采集

¥1与における出II¥}I包の生死の判定が容易である。さらに，

乙の方法を)fJいることにより 11'，3;11.1'11刈頻度も谷易に算

定できることも利点、の lつといえよう。
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